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「
Ｊ
Ａ
ひ
ろ
し
ま　
三
原
な
す
部
会
」

が
栽
培
す
る
特
産
ナ
ス
「
三
原
の
美
～

な
す
」が
８
月
上
旬
、出
荷
最
盛
期
を
迎

え
ま
し
た
。
11
月
上
旬
ま
で
に
約
30
ｔ

の
出
荷
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
７
月
13
日
に
は
、
三
原
西
ア
グ
リ
セ

ン
タ
ー
で
、
目
合
わ
せ
会
を
開
き
ま
し

た
。
出
荷
の
ピ
ー
ク
を
前
に
、
生
育
状

況
や
出
荷
規
格
、
箱
詰
め
の
方
法
な
ど

を
確
認
し
ま
し
た
。

　
「
三
原
の
美
～
な
す
」
は
、
30
年
以

上
前
か
ら
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。
品
種

は「
筑
陽
」で
、果
実
は
緻
密
で
ア
ク
が

少
な
く
、
他
の
品
種
と
比
べ
て
柔
ら
か

い
の
が
特
徴
で
す
。

　
２
０
２
２
年
よ
り
、
ブ
ラ
ン
ド
名
を

印
刷
し
た
小
袋
包
装
で
の
出
荷
を
始

め
、
ブ
ラ
ン
ド
強
化
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
や
っ
さ
ふ
れ
あ
い
市
場
出
荷
協
議
会

は
７
月
21
日
、
Ｊ
Ａ
三
原
地
域
本
部
で

第
21
回
通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

活
動
報
告
や
事
業
計
画
、
規
約
の
廃

止
、
今
後
の
運
営
体
制
な
ど
に
つ
い
て

協
議
し
ま
し
た
。

　
同
協
議
会
は
、
出
荷
者
が
会
員
と
な

り
、
会
員
自
ら
事
業
計
画
や
出
荷
方
針

を
策
定
す
る
な
ど
、
産
直
市
の
運
営
に

主
体
的
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
規

約
を
廃
止
し
Ｊ
Ａ
の
要
領
へ
一
本
化
す

る
こ
と
で
他
の
産
直
市
と
の
連
携
や
販

売
経
路
の
拡
大
が
見
込
め
る
と
判
断

し
、
運
営
体
制
を
見
直
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
で
は
、
今
後
、
合
併
に
よ
る
ス

ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
た
産
直
事

業
の
強
化
に
取
り
組
む
こ
と
に
し
て
お

り
、
今
年
度
下
期
よ
り
旧
Ｊ
Ａ
域
を
超

え
た
産
直
市
の
利
用
を
可
能
と
す
る
よ

う
調
整
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
「
竹
原
ブ
ド
ウ
部
会
」
の
古
田
芳
生

部
会
長
（
75
）は
、約
80
ａ
で
「
ピ
オ
ー

ネ
」や「
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
」、「
デ

ラ
ウ
ェ
ア
」
な
ど
13
品
種
の
ブ
ド
ウ
を

栽
培
し
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
約
10

ａ
で
「
キ
ャ
ン
ベ
ル
・
ア
ー
リ
ー
」
を

栽
培
。
地
域
で
は
特
産
品
と
し
て
「
竹

原
キ
ャ
ン
ベ
ル
」
の
愛
称
で
親
し
ま
れ

て
い
ま
す
。

　
収
穫
時
期
ま
で
は
、
午
前
６
時
半
か

ら
毎
日
園
地
へ
出
向
き
、
病
害
の
枝
や

房
の
除
去
、
傘
の
か
け
直
し
な
ど
の
作

業
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
盆
の
お
供
え

物
と
し
て
需
要
が
高
く
、
房
は
、
ニ
ー

ズ
に
合
わ
せ
て
15
ｃｍ
程
度
に
仕
上
げ
ま

す
。
色
づ
い
て
10
日
か
ら
２
週
間
後
に

糖
度
を
確
認
し
、
熟
度
を
高
め
て
か
ら

収
穫
し
ま
す
。

▲総会にて協議する会員

▲丁寧に傘かけをする古田さん

▲ナスの品質を確認する生産者

や
っ
さ
ふ
れ
あ
い
市
場
出
荷
協
議
会

第
21
回
通
常
総
会　

開
催

「
三
原
の
美
～
な
す
」

出
荷
最
盛

「
竹
原
キ
ャ
ン
ベ
ル
」

生
育
順
調

　
Ｊ
Ａ
久
井
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
は

８
月
上
旬
、
色
彩
選
別
機
を
導
入

し
ま
し
た
。
夏
の
平
均
気
温
が

年
々
上
昇
し
、
猛
暑
に
よ
る
高
温

障
害
や
、
暖
冬
に
よ
る
害
虫
被
害

な
ど
、
被
害
粒
の
増
加
が
危
惧
さ

れ
る
中
、
玄
米
品
質
の
向
上
の
た

め
導
入
。
着
色
粒
や
、
砕
粒
、
異

物
な
ど
を
フ
ル
カ
ラ
ー
カ
メ
ラ
に

よ
っ
て
検
出
し
、
エ
ア
噴
射
に
よ

り
除
去
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
同
セ

ン
タ
ー
の
大
美
寛
セ
ン
タ
ー
長
は
、「
色

彩
選
別
機
の
導
入
に
よ
っ
て
、
品
質
の

向
上
に
よ
る
有
利
販
売
に
繋
げ
て
い
き

た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
か
ら
稼
働
を
開
始
し
ま
す
。 ▲稼働手順を確認する職員

久
井
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
に

色
彩
選
別
機
導
入

三原地域本部
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水
　稲

高
温
障
害

　

登
熟
期
に
気
温
が
高
く
な
り
す
ぎ
る

と
、
葉
の
光
合
成
能
力
や
籾
で
の
デ
ン
プ

ン
合
成
能
力
の
低
下
、
呼
吸
量
の
増
加
に

よ
る
消
耗
な
ど
の
影
響
が
現
れ
ま
す
。
特

に
、
出
穂
後
２
週
目
ま
で
の
高
夜
温
に
よ

り
障
害
の
程
度
が
大
き
く
な
り
ま
す
。

　
未
熟
粒
・
乳
白
粒
の
発
生
や
収
量
の
低

下
な
ど
を
防
ぐ
た
め
、
根
の
活
力
を
維
持

す
る
水
管
理
が
重
要
に
な
り
ま
す
。
昼
間

は
自
然
落
水
さ
せ
、
夕
方
以
降
に
入
水
す

る
こ
と
で
、
圃
場
の
温
度
を
下
げ
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

収
穫
前
の
水
管
理

　
早
期
落
水
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

落
水
時
期
が
早
い
と
玄
米
肥
大
が
悪

く
、
茶
米
や
胴
割
米
な
ど
が
多
く
な
り
、

品
質
や
収
量
が
低
下
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　
落
水
時
期
は
、
出
穂
後
30
日
頃
が
目
安

で
す
が
、
水
持
ち
が
悪
い
水
田
（
砂
地
）

で
は
、
収
穫
作
業
に
支
障
が
な
い
程
度
ま

で
遅
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

　
コ
シ
ヒ
カ
リ
な
ど
の
早
生
品
種
に
つ
い

て
は
、
収
穫
時
期
が
９
月
上
旬
～
中
旬
に

集
中
し
、
日
中
は
気
温
が
高
い
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
。
収
穫
作
業
に
支
障
が
な
い

程
度
ま
で
、水
を
か
け
流
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
台
風
な
ど
で
乾
燥
し
た
強
い
風

が
吹
く
場
合
は
、
で
き
る
だ
け
深
く
水
を

溜
め
る
こ
と
で
、
白
穂
や
青
枯
れ
を
予
防

し
ま
し
ょ
う
。

水
稲
生
産
履
歴
提
出
の
お
願
い

　
Ｊ
Ａ
ひ
ろ
し
ま
へ
の
米
の
出
荷
・
乾
燥

施
設
利
用
時
に
は
、
水
稲
生
産
履
歴
の
提

出
が
必
要
で
す
。「
稲
作
ご
よ
み
（
ｐ
．

39
～
）」
に
付
け
て
あ
り
ま
す
の
で
、
各

窓
口
へ
の
提
出
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

水
稲
に
関
す
る
情
報
を
お
届
け
し
ま
す
！

●
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ　
　
●
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス

柑
　橘

　
９
月
に
な
り
ま
し
た
が
、
暑
さ
の
厳
し

い
日
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
引
続
き
適
正

着
果
量
に
向
け
た
摘
果
と
土
壌
水
分
を
維

持
し
て
く
だ
さ
い
。
秋
と
は
い
え
気
温
が

高
く
害
虫
の
活
動
も
活
発
で
す
。
９
月
か

ら
発
生
が
多
い
２
種
類
の
害
虫
と
対
策
を

紹
介
し
ま
す
。
写
真
１
は
ミ
カ
ン
ハ
ダ
ニ

で
す
。
こ
れ
か
ら
収
穫
期
に
か
け
て
発
生

し
ま
す
。
８
月
の
定
期
防
除
の
ダ
ニ
剤
の

効
果
が
切
れ
始
め
た
頃
か
ら
発
生
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
成
虫
は
赤
色
で
葉
や
果

実
の
表
面
を
加
害
し
な
が
ら
増
殖
し
て
い

き
ま
す
。
写
真
１
の
よ
う
に
葉
の
被
害
は

所
々
が
白
っ
ぽ
く
変
色
し
ま
す
。
正
常
な

色
に
戻
る
こ
と
は
な
く
、
葉
と
し
て
の
機

能
を
低
下
さ
せ
ま
す
。
薬
剤
は
コ
ロ
マ
イ

ト
水
和
剤
（
収
穫
７
日
前
・
２
回
以
内
）

を
２
，０
０
０
倍
で
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
も
う
一
つ
が
ア
ザ
ミ
ウ
マ
で
す
。
こ
れ

か
ら
着
色
を
開
始
す
る
温
州
み
か
ん
類
へ

の
被
害
は
写
真
２
の
よ
う
に
白
く
な
り
ま

す
。
加
害
が
続
く
と
白
か
ら
茶
色
に
な
り

腐
敗
し
ま
す
。
果
実
と
果
実
・
葉
が
密
着

し
て
い
る
場
所
を
好
み
寄
生
し
加
害
し
ま

す
。
黒
く
細
長
い
の
が
ア
ザ
ミ
ウ
マ
で
俊

敏
に
動
き
ま
す
が
見
つ
け
る
こ
と
は
可
能

で
す
。
薬
剤
は
コ
テ
ツ
フ
ロ
ア
ブ
ル
（
収

穫
前
日
・
２
回
以
内
）
の
６
，０
０
０
倍
ま

た
は
ス
ピ
ノ
エ
ー
ス
フ
ロ
ア
ブ
ル
（
収
穫

７
日
前
・
２
回
以
内
）
を
６
，０
０
０
倍
で

使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
発
生
の
確
認
は
ど
ち
ら
の
虫
も
小
さ
い

の
で
じ
っ
く
り
見
て
く
だ
さ
い
。

落
葉
果
樹

　
落
葉
果
樹
に
お
い
て
次
年
度
に
向
か
っ

て
貯
蔵
養
分
の
準
備
を
始
め
る
時
期
に
入

り
ま
す
。
礼
肥
の
施
用
や
健
全
な
葉
を
保

つ
た
め
の
防
除
等
管
理
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

収
穫
・
選
別
作
業

　
先
月
に
引
き
続
き
、
ブ
ド
ウ
や
イ
チ
ジ

ク
は
着
色
や
糖
度
な
ど
品
質
状
況
を
確
認

し
な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
イ
チ

ジ
ク
は
、
降
雨
後
に
収
穫
し
た
果
実
は
傷

み
や
す
い
た
め
、
選
別
す
る
際
は
開
口
部

を
確
認
し
選
別
し
ま
し
ょ
う
。

礼
肥
の
施
用

　
貯
蔵
養
分
の
蓄
積
と
樹
勢
回
復
を
目
的

に
樹
種
ご
と
の
基
準
（
Ｊ
Ａ
施
肥
基
準
参

照
）
を
確
認
し
、
礼
肥
の
施
用
を
行
な
い

ま
し
ょ
う
。

　
礼
肥
に
お
す
す
め
の
硝
酸
入
り
化
成
肥

料
Ｓ
６
０
４

　

保
証
成
分
（
％
）
窒
素
16
―
リ
ン
酸�

10
―
加
里
14　
正
味
20
ｋｇ

　
窒
素
の
45
％
が
早
効
き
の
硝
酸
態
窒
素

で
速
効
性
の
肥
料
で
す
。

注
意
す
る
主
な
病
害
虫

　
モ�

モ
（
収
穫
後
）
…
せ
ん
孔
細
菌
病
、

モ
モ
ハ
モ
グ
リ
ガ　

　
カ�

キ
…
炭
疽
病
、
う
ど
ん
こ
病
、
カ
メ

ム
シ
類

※�

農
薬
散
布
す
る
際
は
、
必
ず
ラ
ベ
ル
を

確
認
し
記
載
さ
れ
て
い
る
登
録
内
容
を

確
認
し
て
行
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
農
薬
散
布
の
際
は
農
薬
飛
散
（
ド

リ
フ
ト
）
に
注
意
し
な
が
ら
実
施
し

ま
す
。

台
風
対
策

　
台
風
の
襲
来
し
や
す
い
時
期
と
な
り
ま

す
。
台
風
対
策
は
事
前
対
策
が
重
要
で

す
。
気
象
予
報
で
台
風
の
発
生
や
進
路
に

注
意
し
な
が
ら
襲
来
前
の
対
策
を
徹
底

し
、
襲
来
時
の
被
害
軽
減
を
図
り
ま
す
。

家
庭
菜
園

秋
ま
き
野
菜
の
注
意
点

品
種
の
選
定
と
適
期
播
種

　
秋
ま
き
野
菜
は
基
本
的
に
播
種
時
期
が
短

く
、
１
週
間
の
播
種
の
ず
れ
で
収
穫
に
１
カ

月
の
差
が
で
る
こ
と
や
、
生
育
に
ム
ラ
が
で

る
こ
と
も
め
ず
ら
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
栽
培
時
期
に
あ
っ
た
品
種
を
選
定
す
る
と

と
も
に
、
品
種
固
有
の
播
種
時
期
・
定
植
時

期
を
逃
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

初
期
の
害
虫
対
策
が
重
要

　

気
温
が
高
い
秋
野
菜
の
植
付
け
時
期
で

は
、
特
に
害
虫
の
被
害
に
注
意
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
播
種
や
定
植
後
に
苗
が
害
虫
の

被
害
を
受
け
な
い
よ
う
、
植
付
け
時
期
用
の

殺
虫
剤
（
ダ
ン
ト
ツ
粒
剤
・
ジ
ェ
イ
エ
ー
ス

粒
剤
な
ど
）
の
使
用
を
お
勧
め
し
ま
す
。

（
農
薬
の
使
用
に
あ
た
っ
て
は
、
作
物
に
登

録
が
取
れ
て
い
る
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
）

　

ま
た
、
防
虫
ネ
ッ
ト
の
施
用
も
効
果
的

で
す
。

種
子
の
保
存
方
法

　

種
子
を
劣
化
さ
せ
る
要
因
と
し
て
は
、

光
・
水
分
で
あ
り
、
発
芽
能
力
を
長
期
間
維

持
す
る
た
め
に
は
そ
れ
ら
を
遮
断
し
、
か

つ
、
低
温
で
貯
蔵
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

使
い
残
し
た
種
子
を
保
存
す
る
方
法
と
し
て

は
、
十
分
乾
燥
し
た
種
子
を
種
袋
な
ど
の
防

湿
性
の
袋
に
入
れ
、
セ
ロ
ハ
ン
テ
ー
プ
な
ど

で
密
閉
し
ま
す
。
そ
の
後
密
閉
容
器
（
茶

筒
・
海
苔
の
空
き
缶
な
ど
）
に
乾
燥
剤
と
と

も
に
入
れ
冷
蔵
庫
で
保
管
し
ま
す
。

　
秋
や
春
は
様
々
な
種
類
の
野
菜
を
作
る
こ

と
が
で
き
る
季
節
で
す
。
種
子
は
あ
る
程
度

保
存
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
の
で
、
苗
の
購

入
が
難
し
い
品
種
は
是
非
、
種
子
か
ら
挑
戦

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

乳白

茶米

胴割

〇事前対策 〇事後対策

・集、排水溝の整備
・防風網、棚整備補強
・�支柱の補強、接ぎ木部の
固定強化
・マルチの飛散防止
・病害の防除

・�倒伏樹の引き起こし（根
が乾燥しないように早め
に引き起こす）
・�落葉のひどい樹の日焼け
防止剤の塗布

写真１：ミカンハダニ

成虫

写真２：アザミウマ

成虫１～２年 ニンジン・タマネギ・ネギ・シソ　など

２～３年 キャベツ・レタス・ホウレンソウ・トウモ
ロコシ　など

３～４年 ダイコン・ハクサイ・カブ・トマト・ナス・
キュウリ　など

野菜種子の保存期間（目安）

※保存状態や品種により、保存期間に差が生じます

三原地域本部三原地域本部
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ニュースははななみみずずききの会会

【アグリセンターの休日】

【年金相談会　開催時間】
10：00 ～ 16：00

【営業時間】
11月～  3月　８：30～17：00
  4月～10月　８：30～17：30

（せとだ ８：30 ～ 18：00）

31
火

30
月

29
日

28
土

27
金

26
木

25
水

24
火

23
月

22
日

21
土

20
金

年
金
相
談
会
　
竹
原
支
店

19
木

18
水

17
火

16
月

15
日

14
土

13
金

年
金
相
談
会
　
三
原
西
支
店

12
木

11
水

10
火

9
月

8
日

7
土

6
金

5
木

4
水

3
火

2
月

1
日

お知らせカレンダー
※予定が変更する場合があります。
　ご了承ください。

10月

手拭いとタオルを使って、
夏にぴったりのマイボトル
ホルダーを製作しました！
その後、ＪＡ介護予防運動
のてんとうムシ体操を行な
い、曲に合わせてスクワッ
トなどの軽い運動を行ない
ました。

任意後見制度や熱中症予
防についての学習後、室
内でできる簡単な運動
や、ゲームを行ないまし
た。昼食は、協力会員が
作った栄養満点のご飯を
食べ、楽しい時間を過ご
しました♪

【中之町支部】ふれあいサロン 協力会員研修会7/12 7/21

親子で農業体験2023～トマトの収穫～
　三原市高坂町で７月８日、今年度２回目の「親子で農業体験2023」を開催
しました。16組51人の親子が参加し、トマトの収穫体験を行ないました。
　収穫作業の説明後、参加者は果実を潰さないよう注意しながら一つ一つ手作
業で丁寧に収穫。採れたてのトマトはその場で丸
かじりし、新鮮なトマトを味わいました！
　参加した子どもたちは、「自分で大きなトマトを
収穫できて嬉しかった。採れたてのトマトは甘く
て美味しかった」と話しました。

三原地域本部
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